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本
欄
今
年
初
め
て

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
寒
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

正
月
三
が
日
の
恒

例
駅
伝
は
今
年
も
格
別
の
ド
ラ
マ
も

な
く
平
穏
な
滑
り
出
し
と
思
わ
れ
た

が
、
寒
暖
の
激
し
い
天
候
の
変
化
。

太
平
洋
側
と
日
本
海
側
、
北
と
南
で

の
際
立
っ
た
差
異
。

　

変
な
殺
人
や
放
火
の
事
件
、
冬
山

の
遭
難
そ
し
て
昨
今
の
ボ
ー
イ
ン
グ

７
８
７
機
の
相
次
ぐ
事
故
。
海
外
で

は
中
国
、
中
近
東
の
情
勢
（
不
勉
強

で
詳
し
い
こ
と
は
知
ら
な
い
）
な
ど

な
ど
、
こ
れ
か
ら
何
が
起
こ
る
の

か
？

　

正
月
早
々
届
い
た
日
医
ニ
ュ
ー
ス

の
昨
年
の
医
界
十
大
ニ
ュ
ー
ス
（
お

読
み
に
な
り
ま
し
た
？
）
の
中
に
も

知
ら
な
い
こ
と
多
く
、
中
で
も
返
還

四
十
周
年
の
沖
縄
、通
貨
・
パ
ス
ポ
ー

ト
・
車
の
右
側
→
左
側
通
行
。

　

月
刊
保
団
連
の
一
月
号
も
目
を
引

く
記
事
が
い
っ
ぱ
い
。
物
語
の
中
の

医
師
た
ち
、
世
界
初
の
全
身
麻
酔
が

琉
球
の
高
嶺
徳
明
（17

世
紀
後
半
）

と
補
唇
手
術
、『
死
体
は
見
せ
物
か
』

の
書
評
、
文
化
欄
の
「
ラ
グ
ビ
ー
」、

私
は
一
応
保
存
誌
と
し
た
。

　

今
日
は
一
月
十
七
日
、
阪
神
大
震

災
の
十
八
周
年
。
確
か
に
記
憶
は
風

化
し
つ
つ
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の

「
き
ょ
う
は
何
の
日
」
で
は
湾
岸
戦

争
開
始
の
日
で
あ
り
、
某
所
（
聞
き

損
な
い
）
で
水
素
爆
弾
の
漏
出
だ
っ

た
日
と
か
。
い
わ
く
あ
る
日
？　

　

昨
今
、
地
震
、
活
断
層
の
話
を
新

聞
紙
上
に
見
る
こ
と
多
く
、
ま
た
原

子
力
発
電
の
知
識
・
技
術
が
輸
出
し

外
貨
獲
得
の
資
料
な
ど
な
ど
。

　

高
度
成
長
期
の
イ
ン
フ
ラ
が
劣

化
、
そ
の
対
策
の
話
は
次
号
に
！

【
一
月
十
七
日　

松
本
記
】
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医療安全管理研修会
～外来での医療安全管理・院内感染対策～

日　時　2013 年 3 月 9 日 ( 土 )　15 時～ 17 時

会　場　洲本市健康福祉館３Ｆ

講　師　県立淡路病院　看護師　正司貴美子氏

参加費　一人 1,000 円　

※受講された方には「修了証」を発行します。

　医療法改定によって、「すべての医療機関の管理者は、医療の

安全を確保するための指針の策定、従業員に対する研修の実施を

はじめとする、医療の安全を確保するための措置を講じなくては

ならない」とされ、具体的な措置として、①医療安全管理、②院

内感染対策、③医薬品安全管理、④医療機器安全管理の体制の確

保、が義務付けられました。特に「医療安全管理」「院内感染対策」

に関しては、職員・従業者の研修を年２回程度実施することが求

められています。ぜひご参加ください。

【３／９淡路支部 医療安全管理研修会ＦＡＸ申込】078 － 393 － 1802 楠宛

氏名	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職種	 　　　 

氏名	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職種　　　　　　
　　
氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 職種	 　　　 

地区　　　　　　市　　　　医療機関名　　　　　　　　　　　　　

ご連絡先 Tel　　　　－　　－　　　　　　　　ご担当者　　　　　　　　　様
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淡
路
支
部
は
12
月
１

日
、
審
査
対
策
研
究
会
を

淡
路
市
医
師
会
館
で
開
催

し
、
25
人
が
参
加
し
た
（
前

号
既
報
）
。
「
支
払
基
金
に

お
け
る
審
査
の
現
状
と
問

題
点
～
突
合
・
縦
覧
点
検

実
施
後
の
対
応
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
社
会
保
険

診
療
報
酬
支
払
基
金
の
南

鉄
雄
氏
が
講
演
し
た
。
参

加
者
の
感
想
文
を
紹
介
す

る
。

　　

支
払
基
金
の
立
場
か
ら

見
た
保
険
請
求
の
あ
り
か

た
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に

な
っ
て
か
ら
の
審
査
方

法
、
縦
覧
審
査
、
突
合
審

査
に
つ
い
て
の
実
際
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。

・
審
査
は
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
画
面
を
見
な
が
ら
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
画
面

上
で
色
が
変
わ
っ
て
一
目

で
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
。

・
引
っ
か
か
っ
た
項
目
が

査
定
対
象
に
な
る
か
ど
う

か
を
判
断
す
れ
ば
い
い
よ

う
に
な
っ
た
。

　

縦
覧
点
検
は
平
成

二
十
四
年
の
九
月
か
ら
過

去
６
カ
月
分
の
レ
セ
プ
ト

を
み
て
い
る
よ
う
で
す
。

た
だ
、
そ
の
際
過
去
デ
ー

タ
に
誤
り
を
見
つ
け
て
も

減
点
し
な
い
そ
う
で
す
。

・
各
点
数
の
算
定
日
が
わ

か
る
よ
う
に
な
り
、
平
成

二
十
四
年
十
一
月
分
か
ら

過
去
分
の
算
定
日
も
わ
か

る
よ
う
に
な
っ
た
。

・
調
剤
内
容
の
患
者
さ
ん

ご
と
の
集
計
は
す
で
に
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
医
療
機
関
ご
と
の
集

計
も
平
成
二
十
四
年
の

十
二
月
か
ら
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
の
こ
と
。

・
減
点
に
疑
問
が
あ
る
場

合
は
再
審
査
を
遠
慮
な
く

す
る
こ
と
。

・
疑
問
の
あ
る
と
き
は
電

話
で
問
い
合
わ
せ
す
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
か
え
っ
て
に
ら
ま

れ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
な
い
。

・
過
剰
と
思
わ
れ
る
場
合

は
症
状
詳
記
を
必
ず
す
る

こ
と
。

・
基
本
は
病
名
漏
れ
に
注

意
す
る
こ
と
。

　

講
演
の
あ
と
は
活
発
な

質
疑
に
も
お
答
え
い
た
だ

き
、
大
変
役
に
立
ち
ま
し

た
。

 　

支
払
基
金
で
の
審
査
の

実
態
よ
く
わ
か
っ
た

洲
本
市　

三
木　

隆
彦

感　想　文

診療報酬支払基金係長の南氏が基金の実情を講演した

３
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平
成
二
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
末
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
選
挙
は
、
自
民
単
独
過
半
数
の
圧
勝
に
終
わ
り
ま

し
た
。
非
常
に
難
し
い
社
会
状
況
の
中
、
再
び
自
民
党
中
心
の
政
治
に
揺
り
戻

さ
れ
た
結
果
が
、
医
療
・
社
会
保
障
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、
注
意

深
く
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
は
、
支
部
総
会
で
の
「
原
発
問
題
と
臨
床
医
」
の
記
念
講
演
、
臨
床
談

話
会
で
の
頭
痛
対
策
、
生
命
倫
理
に
つ
い
て
の
日
常
診
療
勉
強
会
、
在
宅
ケ
ア

の
地
域
連
携
、
接
遇
研
修
会
、
医
療
安
全
管
理
研
修
会
、
審
査
対
策
な
ど
独
自

の
活
動
も
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
今
後
様
変
わ
り
す
る
で
あ
ろ
う
急
激
な
保
険
医
療
の
環
境
変
化
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
会
員
の
皆
様
方
に
に
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
参
り

ま
す
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
淡
路
支
部
は
、
様
々
な
組
織
・
個
人
と
協

力
し
あ
い
、
と
も
に
地
域
医
療
・
保
健
活
動
に
お
け
る
信
頼
・
絆

の
核
と
な
り
、
く
ら
し
と
医
療
・
福
祉
を
支
え
続
け
る
確
か
な
存

在
で
あ
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
ご
挨
拶

淡
路
支
部
長　

高
田　

裕


